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近代日本は、アジア・パシフィック

の広範な地域をその版図とした。

帝国日本の雑誌・新聞は、列島内で

自己完結していたわけではなく、こ

れら地域のメディアと密接に関わり

ながら生成・展開していた。

本書では日本統治下の朝鮮・満洲・

台湾、南洋諸島などで刊行された、

新聞・雑誌活字メディア等を案内／

解説／解題したものを集成。

収録資料を相互参照することにより
「外地」言論界の様態が浮かび上がる。

広く植民地経営の実態を明らかに。
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　1895（明治 28）年、日清戦争に勝利した日本は、下関条約によって清国より台湾を

割譲した。その後、日本は、1905（明治 38）年、日露戦争後のポーツマス条約により、

ロシアの租借地であった遼東半島先端部と南満洲鉄道附属地の租借権をロシアから日

本に移行させ、「関東州」の植民地経営をおこなった。さらに、1910（明治 43）年には、

韓国併合により朝鮮半島を掌中に収め、1920（大正 9）年のヴェルサイユ条約では南

洋諸島を「委任統治領」として獲得した。そして、1931（昭和 6）年の満洲事変を経て、

翌 32 年 3 月 1 日には「満洲国」の建国に至った。このように、近代日本は、さまざ

まな手段を通じて次々と「外地」を獲得して、その版図を広げていった。その後も、

さらにアジア各地へその領土の拡大を目指した。これは、19 世紀から 20 世紀にかけて、

西欧列強が世界各地に広大な植民地を獲得したのに追随する動きであったと言える。

　こうした植民地経営にあたっては、同化政策が強力に推し進められた。特に初期に

おいては、武力を背景に強硬な統治政策がとられたのであるが、ある程度、支配が安

定化すると、「外地」においても人々に帝国の「臣民」としての観念を涵養する方針

に転じていった。また、「内地」からも多数の日本人が外地に移住していった。その数は、

朝鮮半島に 70 万人、台湾に 30 万人、「満洲国」を含む海外に 142 万人と言われている。

　したがって、植民地経営の中で、メディアの果たす役割は大きかった。それは、「外

地」の人々を「臣民化」し、また「外地」に出て行った日本人に対しても、日本国内

の情報を伝える必要があったからである。つまり、「帝国のメディア」として、人々

を教化する役割が期待されたのである。

　他方で、日本の植民地支配に対して批判や抵抗を行う勢力に対しては、つねに目を

光らせ、そうしたメディアにはさまざまな弾圧を加えた。

　こうした「外地」におけるメディアの実態は、戦後 70 年を過ぎた今日でも、必ず

しも明らかになっているとは言えない。本資料集は、日本統治下の台湾、朝鮮、満洲

で刊行された新聞・雑誌の活字媒体を総覧したものを集成したものである。それぞれ

の資料は、編纂の主体も刊行の意図も個々別々であり、統一されたものではない。し

かし、これらを相互に参照することによって、日本の「外地」における言論界の様態

を概観することが可能である。したがって、本書は、日本の植民地経営の実態を明ら

かにするための基本資料として、大いに活用されるものと確信している。

井川 充雄
（いかわ  みつお／立教大学社会学部教授）

土屋 礼子
（つちや  れいこ／早稲田大学政治経済学術院教授）

　日清戦争後に台湾を植民地として以降の「大日本帝国」下における台湾・樺太・朝鮮・

満洲等の外地の新聞雑誌というのは、メディア史の大きな空白である。

　この分野については、古くは蛯原八郎『海外邦字新聞雑誌史』（1936）、近年では中

下正治『新聞にみる日中関係史』（1996）、李相哲『満洲における日本人経営新聞の歴史』 

（2000）、同『朝鮮における日本人経営新聞の歴史 』 （2009）などの研究があるが、台

湾や樺太、パラオなどの南洋諸島も含めた「外地」で、日本語のみならず中国語やさ

まざまな言語による新聞雑誌の発行に関わった日本人たちの足跡は、まだ全貌が見渡

せるには至っていない。

　日本の支配に脅かされたとする立場の人々からすれば、それらは悪しき「日帝」の

手先であり、唾棄すべき親日派の傀儡メディアに他ならないだろう。実際に日本の外

務省は、その中のいくつかの新聞雑誌に補助金を出したり支援していたのも事実であ

る。

　しかし、レッテルを貼ったのみでそれらをうち捨て無視し忘却することは賢明だと

は思われない。なぜなら 20 世紀前半において、アジアにおいて最も急速に産業と文

明が発達した日本が、欧米と対抗しつつどのように周辺国に影響を及ぼしていったの

か、「外地」に移住した日本人たちは何を夢見てどう行動したのか、そして日本人に

よる経済的・政治的・軍事的支配が失敗したとすればその原因は何だったのか、それ

らを解く鍵がこれらのメディアには示されていると考えられるからである。

　現在も続くアジア諸国と日本の間の歴史認識問題を考えるためにも、「外地」にお

いて発行された新聞雑誌の全体を明らかにする道筋を照らすこの復刻資料は、貴重な

しるべとなるにちがいない。

推薦のことば

監修のことば 「外地」におけるメディアの実態を伝える

メディア史の大きな空白への貴重なしるべ
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□書店様へ…ありがとうございます

直接小閣までお申し込みください

図版はすべて本書〔一部加工〕より
価格は税別 　047／05／4000
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アジアにおいて

最も急速に産業と文明が発達した日本が、

欧米と対抗しつつどのように

周辺国に影響を及ぼしていったのか？

「外地」に移住した日本人たちは

何を夢見てどう行動したのか？

そして日本人による経済的・政治的

軍事的支配が失敗したとすれば

その原因は何だったのか？

それらを解く鍵がこれらの
雑誌・新聞メディアには示されている。
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